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歌
謡
は
言
の
葉
（
詞
）
と
節
回
し
と
か
ら
成
り
、
謡
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
芸
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
歌
謡
研
究
に
は
、
そ
の
歌
謡
（
歌
詞
）
が
ど
ん
な
節
回
し
で
、
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
ん
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
感
覚
の
下
（
心
）
で
歌
わ
れ
て
い
た
か
が
重
要
に
な
る
。
評
者
の
専
門
は
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
研
究
だ
が
、
評
者
が
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
の
は
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
、
竹
本
（
義
太
夫
）
の
語
り
口
と
三
味
線
、
下
座
音
楽
の
有
り
様
で
あ
る
。
歌
舞
伎
は
周
知
の
よ
う
に
「
歌
（
音
楽
）・
舞
（
踊
り
）・
伎
（
芸
）」
の
三
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
特
に
丸
本
歌
舞
伎
、
所
作
事
で
は
、
床
の
浄
瑠
璃
に
合
わ
せ
て
役
者
が
所
作
を
す
る
の
で
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
音
楽
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
重
要
に
な
る
。
台
詞
や
地じ
の
詞
章
は
文
字
に
よ
っ
て
記
録
で
き
る
が
、
太
夫
の
語
り
口
（
節
回
し
）
と
か
、
三
味
線
の
弾
き
方
（
間
拍
子
も
併
せ
て
）
と
か
、
台
詞
の
抑
揚
・
間
合
い
な
ど
、
表
記
の
難
し
い
部
分
が
あ
り
、
こ
の
研
究
を
難
し
く
し
て
い
る
。
歌
謡
研
究
に
も
こ
れ
ら
と
共
通
す
る
困
難
が
伴
う
。
論
者
は
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
論
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
ま
ず
本
書
の
面
白
さ
が
あ
る
。
　
ま
ず
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
。
大
き
く
三
章
に
分
け
ら
れ
、
Ⅰ
「
歌
謡
文
学
の
諸
相
」、
Ⅱ
「
歌
謡
と
教
化
」、
Ⅲ
「
歌
謡
文
学
の
周
辺
」
で
、
歌
謡
の
成
立
か
ら
各
時
代
に
於
け
る
（
歴
史
的
）
展
開
、
と
く
に
教
化
歌
謡
を
中
心
に
論
述
、
さ
ら
に
仏
教
歌
謡
の
周
辺
ま
で
論
を
広
げ
て
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
構
成
方
法
は
、
広
範
囲
に
亘
る
歌
謡
を
纏
め
て
論
述
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
序
文
冒
頭
で
論
者
は
「
節
を
付
け
て
歌
わ
れ
る
歌
謡
の
歌
詞
は
…
…
人
が
生
き
る
上
で
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
感
慨
を
言
葉
に
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
…
…
他
の
文
芸
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
が
無
」
い
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
歌
詞
は
和
歌
・
物
語
と
同
様
だ
と
し
な
が
ら
も
、「
節
」
に
注
目
し
て
い
る
点
、
歌
謡
研
究
者
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
本
書
は
歌
謡
の
歌
詞
を
…
…
〝
歌
謡
文
学
〞
と
し
て
捉
え
、
平
安
時
代
以
降
の
歌
謡
文
学
の
特
徴
を
通
史
的
に
分
析
す
る
と
と
も
に
、
歌
謡
文
学
が
歴
史
的
に
担
っ
て
き
た
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
庶
民
教
化
の
性
格
に
つ
い
て
追
求
す
る
研
究
書
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
た
め
に
先
ず
、
歌
謡
と
は
何
か
と
い
う
命
題
に
つ
い
て
、「
枕
草
子
」
「
紫
式
部
日
記
」「
源
氏
物
語
」
な
ど
中
古
の
文
学
作
品
か
ら
「
竹
斎
」「
恨
の
介
」
な
ど
の
近
世
文
学
に
至
る
幅
広
い
文
学
作
品
中
の
歌
謡
を
取
り
あ
げ
て
、「
枕
草
子
」
中
で
は
当
時
の
歌
謡
を
「
を
か
し
」
と
評
し
、「
源
氏
物
語
」
中
の
歌
謡
に
は
「
祝
言
性
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、「
遊
び
心
」
を
歌
謡
の
別
の
側
面
で
あ
る
と
し
て
、
室
町
小
歌
の
「
し
ゃ
れ
」「
三
段
謎
」
「
判
じ
物
」「
回
文
」「
倒
言
」「
早
口
こ
と
ば
」「
畳
語
」「
物
尽
く
し
」「
慣
用
句
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
言
葉
に
遊
ぶ
心
が
、
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
ん
な
風
に
息
づ
い
て
い
た
か
を
苦
心
し
て
追
究
さ
れ
た
。
続
い
て
「
隆
達
小
歌
」
を
分
析
し
、「
隆
達
小
歌
」
に
は
無
常
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
侘
び
」
の
心
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
即
ち
「
佗
茶
」
の
精
神
で
あ
り
、
隆
達
が
堺
文
化
圏
に
深
く
遊
び
、
特
に
「
茶
の
湯
」
を
楽
し
ん
だ
結
果
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
さ
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ら
に
、『
は
い
か
い
隆
た
つ
』
な
る
書
を
取
り
上
げ
て
、
隆
達
節
が
江
戸
期
の
俳
人
に
珍
重
・
重
視
さ
れ
、
俳
文
学
の
中
に
は
多
く
「
隆
達
小
歌
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
隆
達
節
が
持
つ
誹
諧
性
の
な
す
技
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
歌
謡
の
「
遊
び
心
」
は
俳
諧
に
も
共
通
す
る
精
神
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
散
文
学
で
あ
る
仮
名
草
子
の
中
に
も
韻
文
的
な
リ
ズ
ム
を
内
包
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
は
能
・
幸
若
舞
曲
・
浄
瑠
璃
等
の
影
響
で
は
な
く
、
近
世
巷
間
で
歌
わ
れ
て
い
た
流
行
歌
謡
を
直
接
、
間
接
に
頻
繁
に
摂
取
し
た
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
仮
名
草
子
『
竹
斎
』
に
は
、
流
行
歌
謡
・
三
味
線
歌
謡
の
詞
章
ま
た
閑
吟
集
・
宗
安
小
歌
な
ど
の
室
町
小
歌
が
取
り
込
ま
れ
、
歌
謡
調
文
体
と
も
い
う
べ
き
七
・
五
調
の
文
体
な
ど
、
歌
謡
の
持
つ
リ
ズ
ム
が
作
品
中
に
有
効
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
作
品
中
に
流
行
歌
謡
と
深
く
関
わ
る
地
名
や
事
件
が
随
所
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
時
代
を
彩
る
道
具
と
し
て
流
行
歌
謡
が
有
効
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
恨
の
介
』
で
も
「
閑
吟
集
」「
隆
達
小
歌
」
を
取
り
込
ん
で
お
り
、
こ
の
歌
謡
の
影
響
下
に
生
ま
れ
た
リ
ズ
ム
的
表
現
や
活
き
活
き
と
し
た
時
代
の
雰
囲
気
が
、
仮
名
草
子
人
気
を
煽
る
一
因
と
も
な
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
　
近
世
は
出
版
が
一
般
化
し
、
文
化
の
有
り
様
が
大
き
く
変
化
し
た
。
歌
謡
も
こ
の
流
れ
の
影
響
は
遁
れ
が
た
く
、
近
世
歌
謡
も
多
く
は
出
版
さ
れ
た
。
歌
謡
は
人
の
声
を
基
盤
に
置
く
の
だ
が
、
こ
れ
が
文
字
化
さ
れ
、
資
料
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
た
だ
、
音
声
と
違
っ
て
、
時
代
を
越
え
て
、
膨
大
な
資
料
が
残
さ
れ
た
。
非
常
に
多
義
に
亘
っ
て
い
た
近
世
歌
謡
は
、
出
版
の
た
め
に
収
集
さ
れ
、
集
成
本
『
松
の
葉
』『
山
家
鳥
虫
歌
』『
落
葉
集
』
『
松
の
落
葉
』『
諸
国
盆
踊
唱
歌
』『
鄙
廼
一
曲
』『
絵
本
倭
詩
経
』『
和
河
わ
ら
ん
べ
う
た
』『
う
す
ひ
き
歌
』
等
々
と
し
て
今
に
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
は
歌
謡
の
詞
を
中
心
と
し
て
、
近
世
歌
謡
を
俯
瞰
す
る
に
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
の
で
、
論
者
は
、
こ
れ
ら
出
版
資
料
を
検
討
し
て
「
職
芸
歌
謡
」「
流
行
歌
謡
」
「
民
俗
歌
謡
」「
教
化
歌
謡
」
に
四
分
類
し
、
歌
謡
の
効
用
は
慰
み
・
楽
し
み
・
労
働
・
教
化
な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。「
絵
で
詠
む
流
行
歌
謡
」
で
は
出
版
資
料
だ
け
で
は
な
い
が
、
絵
画
の
中
の
歌
謡
資
料
を
年
代
順
に
取
り
あ
げ
、
各
時
代
の
歌
謡
享
受
の
諸
相
に
言
及
し
て
い
る
。
本
章
最
終
章
「
田
植
踊
歌
の
風
流
」
で
は
、
山
形
県
村
山
地
方
の
田
植
踊
歌
の
歌
詞
の
中
か
ら
、「
近
世
流
行
歌
謡
と
関
わ
る
も
の
」「
近
世
芸
能
の
歌
い
も
の
と
関
わ
る
も
の
」「
周
辺
地
域
の
民
俗
歌
謡
と
関
わ
る
も
の
」
の
三
種
類
に
分
類
、
そ
の
特
色
を
「
祝
言
性
」「
娯
楽
性
」
中
心
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
二
節
は
歌
謡
が
歌
舞
を
伴
っ
て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
側
面
に
目
を
向
け
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
文
字
化
で
き
な
い
、
実
態
の
掴
み
に
く
い
側
面
で
あ
る
。
　
こ
の
節
の
末
尾
に
近
世
歌
謡
研
究
史
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
先
ず
歌
謡
の
史
的
展
開
の
研
究
と
し
て
、
高
野
辰
之
『
日
本
歌
謡
史
』、
藤
田
徳
太
郎
『
近
代
歌
謡
の
研
究
』、
志
田
延
義
『
日
本
歌
謡
圏
史
』、
浅
野
建
二
『
日
本
歌
謡
の
研
究
』『
日
本
歌
謡
の
発
生
と
展
開
』、
眞
鍋
昌
弘
『
中
世
近
世
歌
謡
の
研
究
』、
須
藤
豊
彦
『
日
本
民
俗
歌
謡
の
研
究
』、
小
野
恭
靖
『
近
世
歌
謡
の
諸
相
と
環
境
』、
続
い
て
音
楽
面
か
ら
の
研
究
者
と
し
て
、
忍
頂
寺
務
、
平
野
健
次
、
竹
内
道
敬
『
近
世
芸
能
史
の
研
究
』『
近
世
邦
楽
研
究
ノ
ー
ト
』
を
挙
げ
、
さ
ら
に
歌
謡
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
高
野
辰
之
編
『
日
本
歌
謡
集
成
』、
志
田
延
義
編
『
続
日
本
歌
謡
集
成
』、
平
野
健
次
他
編
『
日
本
歌
謡
研
究
資
料
集
成
』
に
つ
い
て
言
及
し
、
ミ
ニ
歌
謡
研
究
史
論
と
な
っ
て
い
て
、
歌
謡
研
究
者
に
と
っ
て
は
有
難
い
。
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論
者
は
、
Ⅱ
「
歌
謡
と
教
化
」
で
は
、
Ⅰ
「
歌
謡
文
学
の
諸
相
」
で
導
き
出
し
た
歌
謡
の
効
用
の
一
つ
、
歌
謡
に
よ
る
教
化
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
Ⅱ
「
歌
謡
と
教
化
」
で
は
、
数
あ
る
「
う
す
ひ
き
歌
」
を
、
実
際
に
臼
を
引
く
時
に
歌
う
「
労
作
歌
」
と
、
宗
教
者
や
思
想
家
た
ち
が
庶
民
教
化
の
た
め
に
創
作
し
た
「
教
化
歌
謡
」
に
分
類
し
、「
教
化
歌
謡
」
の
薗
原
旧
富
『
臼
挽
歌
』
と
諦
住
『
う
す
ひ
き
哥
信
抄
』
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
る
。
前
者
は
日
本
古
来
の
神
を
崇
敬
す
る
必
要
性
を
教
え
諭
し
た
教
化
歌
謡
で
、
し
か
も
儒
教
道
徳
中
の
「
孝
」
の
精
神
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
れ
は
近
世
の
他
の
教
化
歌
謡
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
後
者
は
未
翻
刻
資
料
の
た
め
、
先
ず
、
解
題
・
書
誌
、
翻
刻
を
掲
げ
た
上
で
、
仏
教
的
性
格
が
強
く
、
な
か
で
も
浄
土
教
信
仰
を
勧
め
る
性
格
が
極
め
て
濃
厚
と
指
摘
さ
れ
る
。
続
い
て
、
新
出
資
料
と
な
る
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
『
神
風
童
謡
歌　
全
』
の
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
、
こ
れ
は
藤
田
徳
太
郎
が
未
確
認
で
あ
っ
た
旧
富
の
「
教
化
歌
謡
」
の
原
初
形
態
に
当
た
る
と
さ
れ
た
。
薗
原
家
蔵
の
『
神
国
う
す
ひ
き
歌　
全
』
の
奥
書
に
「
于
時
宝
暦
四
甲
戌
年
卯
月
吉
辰　
尾
陽
名
古
屋
石
町　
柘
植
氏
直
勝
拝
写
」
と
あ
り
、
鶴
舞
本
の
跋
文
に
は
「
宝
暦
改
元
辛
未
仲
冬
甲
子　
隠
士
桃
谷
謹
書
」
と
あ
っ
て
、
刊
記
の
版
元
は
「
菱
屋
久
兵
衛
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
鶴
舞
本
の
方
が
古
い
成
立
時
点
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
す
る
。
因
み
に
「
石こく
町ちょ
う」
は
名
古
屋
城
下
町
の
中
心
近
く
、
飯
田
街
道
の
起
点
に
近
い
町
。
さ
ら
に
大
阪
教
育
大
学
小
野
研
究
室
蔵
『
絵
入　
神
国
石
臼
歌　
全
』
の
解
題
・
翻
刻
か
ら
、
旧
富
作
「
教
化
歌
謡
」
の
成
立
と
展
開
を
検
討
さ
れ
、
旧
富
作
の
「
教
化
歌
謡
」
は
神
道
に
基
づ
い
て
、
庶
民
を
教
化
す
る
こ
と
を
志
し
た
江
戸
中
期
の
貴
重
な
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
な
る
「
教
化
歌
謡
」
の
資
料
と
し
て
、
國
學
院
高
等
学
校
藤
田
・
小
林
文
庫
本
『
麦
舂
歌
』
の
翻
刻
・
解
題
、
及
び
、
如
雲
舎
紫
笛
『
い
ろ
は
歌
』
の
翻
刻
・
書
誌
を
述
べ
る
。
　
Ⅲ
「
歌
謡
文
学
の
周
辺
」
で
は
、
仏
教
関
連
歌
謡
の
資
料
紹
介
と
〝
歌
い
替
え
〞
と
い
う
歌
謡
表
現
の
淵
源
に
言
及
し
て
い
る
。
初
め
に
手
鑑
『
披
香
殿
』
所
収
の
「
伝　
向
阿
筆
『
西
要
抄
切
』・
伝　
法
主
親
王
筆
『
槇
尾
切
』・
伝　
蓮
如
筆
『
浄
土
和
讃
切
』
を
取
り
あ
げ
る
。
い
ず
れ
も
歌
謡
史
上
、
と
り
わ
け
仏
教
歌
謡
史
上
極
め
て
重
要
な
古
筆
切
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
看
過
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
、
こ
れ
は
歌
謡
研
究
上
大
変
な
損
失
で
、
今
後
の
可
及
的
速
や
か
な
研
究
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
後
『
浄
土
百
歌
仙
』
の
翻
刻
と
解
題
、『
釈
教
和
歌
百
人
一
首
』
の
翻
刻
と
解
題
、『
一
休
狂
歌
雀　
絵
入
』
小
考
（
翻
刻
と
解
題
）、
と
三
書
の
仏
教
教
化
を
目
的
と
し
た
歌
謡
集
で
、「
教
化
歌
謡
」
研
究
に
は
重
要
な
資
料
の
提
供
で
あ
る
。
最
後
の
一
節
「
鸚
鵡
小
町
」
の
基
底
」
は
、
こ
の
能
の
基
底
に
あ
る
も
の
は
和
歌
表
現
の
一
つ
〝
鸚
鵡
返
し
〞
を
趣
向
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、〝
鸚
鵡
返
し
〞
と
い
う
方
法
は
『
十
訓
抄
』
の
説
話
の
配
列
な
ど
か
ら
、
中
世
に
お
い
て
は
歌
謡
の
〝
歌
い
替
え
〞
と
同
様
の
表
現
方
法
と
し
て
、
機
知
に
富
ん
だ
エ
ス
プ
リ
が
称
揚
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
、
中
世
歌
謡
に
流
れ
る
詞
を
用
い
た
「
遊
び
心
」
の
淵
源
を
指
摘
さ
れ
る
。
　
以
上
、
小
野
恭
靖
氏
著
『
歌
謡
文
学
の
心
と
言
の
葉
』
を
概
観
し
て
き
た
が
、
本
書
は
歌
謡
の
諸
相
を
整
理
し
、
特
に
「
教
化
歌
謡
」
を
中
心
に
論
じ
た
著
。
も
と
も
と
歌
う
方
が
素
読
や
黙
読
よ
り
頭
に
入
り
や
す
い
事
は
周
知
の
事
実
。
し
た
が
っ
て
、
往
古
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
我
が
国
に
伝
わ
っ
た
「
節
付
け
説
教
」（
真
宗
で
は
節
談
説
教
）
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
釈
〔　　〕132
尊
が
始
め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
日
本
で
は
聖
徳
太
子
が
最
初
と
言
わ
れ
る
。
難
し
い
説
教
に
節
を
付
け
る
こ
と
で
聴
聞
の
善
男
善
女
の
記
憶
に
残
り
や
す
く
な
る
の
で
、
教
化
の
方
法
と
し
て
は
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
以
来
こ
の
方
法
は
現
在
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
。
本
書
は
膨
大
な
資
料
を
基
に
、
歌
謡
全
体
か
ら
そ
の
大
き
な
効
用
の
一
つ
教
化
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
新
日
本
歌
謡
史
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
つ
ぶ
さ
に
歌
謡
の
歴
史
的
展
開
と
歌
謡
の
効
用
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
た
。
今
後
の
歌
謡
研
究
に
資
す
る
こ
と
甚
だ
大
き
い
と
評
者
は
考
え
る
。
 
（
二
〇
一
六
年
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新　
刊　
紹　
介
大
城
悦
子
著
『
芭
蕉
の
俳
諧
構
成
意
識
 
│
│
其
角
・
蕪
村
と
の
比
較
を
交
え
て
』
　
ど
の
よ
う
な
意
識
で
以
て
芭
蕉
が
俳
書
全
体
や
歌
仙
一
巻
、
画
賛
な
ど
を
構
成
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
芭
蕉
が
手
が
け
た
作
品
や
関
与
し
た
俳
書
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
其
角
と
蕪
村
を
比
較
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芭
蕉
の
俳
諧
の
特
質
を
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
　
芭
蕉
の
関
わ
っ
た
俳
諧
作
品
を
、
で
き
る
限
り
芭
蕉
と
同
時
代
の
読
者
と
同
じ
視
点
で
読
み
解
こ
う
と
す
る
こ
と
も
、
本
書
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
際
著
者
は
、
当
時
の
連
歌
・
俳
諧
的
素
養
の
総
体
を
背
景
と
す
る
付
合
語
を
用
い
る
手
法
が
有
効
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
基
本
と
し
て
作
品
を
読
解
し
て
い
く
。
付
合
語
、
具
体
的
に
は
『
俳
諧
類
船
集
』
と
い
っ
た
俳
諧
付
合
語
集
に
よ
り
な
が
ら
そ
の
連
想
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
、
従
来
、
意
味
で
つ
な
が
る
の
で
は
な
く
気
分
に
よ
っ
て
結
合
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
芭
蕉
出
座
連
句
の
前
句
と
付
句
に
つ
い
て
、
不
分
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
そ
の
付
筋
を
示
し
得
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
　
明
確
な
季
語
は
見
当
た
ら
な
い
が
内
容
に
よ
っ
て
季
の
句
で
あ
る
と
み
な
せ
る
句
、
つ
ま
り
「
句
意
に
よ
る
季
の
句
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
芭
蕉
俳
諧
の
解
釈
を
行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
本
書
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
付
合
語
の
利
用
と
並
ん
で
、
著
者
の
読
解
手
法
の
根
幹
を
成
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
俳
諧
の
式
目
上
春
・
秋
の
句
で
あ
る
は
ず
の
句
に
、
明
確
な
季
語
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
諸
先
行
研
究
が
雑
と
し
て
き
た
句
に
つ
い
て
も
、
著
者
は
季
を
定
め
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
て
い
る
。
芭
蕉
は
式
目
よ
り
も
俳
諧
の
流
れ
な
ど
を
よ
り
重
視
し
、
必
ず
し
も
式
目
を
厳
守
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
従
来
の
説
に
対
し
て
、「
句
意
に
よ
る
季
の
句
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
芭
蕉
は
式
目
を
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
守
っ
て
い
る
が
、
季
語
の
扱
い
に
は
柔
軟
で
あ
っ
た
、
と
い
う
新
た
な
説
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
。
　
俳
諧
研
究
に
お
い
て
従
来
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
俳
書
全
体
あ
る
い
は
俳
諧
一
巻
の
構
成
に
着
目
し
た
点
、
ま
た
付
合
語
や
「
句
意
に
よ
る
季
の
句
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
が
芭
蕉
俳
諧
の
読
解
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
視
座
を
示
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
本
書
は
芭
蕉
研
究
に
お
い
て
新
た
な
画
期
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
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